
　　　　　このコーナーでは満4歳までの
　　お子さんを大募集しています。
おところ・おなまえ・☎番号・お子さんの
生年月日を記入のうえ、30字程度のコメン
トを写真に添えて『広報たこ』までお寄せく
ださい。
◆宛先：〒289-2292　多古町役場

　　　　広報　　  行

♠１月生まれの締切りは12月3日（木）です
♥ 2月生まれの締切りは12月27日（木）です
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「黒の色合いと星の細かさを描くのに
気をつかいました。初めて見たプラ
ネタリウムで星に興味を持ちました」

戸村　彩
あや

奈
な

さん
第一小4年1組

『プラネタリウム』

「ばねの代わりをするペットボトルをカッ
ターで切るのが大変でした。飛んだとき
はうれしかったなぁ」

加瀬　拓
たく

也
や

さん
第一小1年2組

工作『ロケット』

「網の上で、ご飯を飯ごうで炊きながらカレーの
野菜を炒めているところ。遠近感を出すために、
後ろの人を小さく描きました」

菅澤　奈
なつ

月
き

さん
第一小5年2組

『楽しかったカレー作り』

「たくさんの木に囲まれたロッジ
に出入りする僕たち。友だちと一
緒に寝泊りしたことが夏休み一番
の思い出です」

五木田　勇
ゆう

輝
き

さん
第一小6年2組

『サマーキャンプ』
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環境かるたるた
環境問題について、みんなで考えるコーナーです。

『
電
気
に

　

頼
り
す
ぎ
ち
ゃ
ー

い
ま
せ
ん
か
？
』

『
ど
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『
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環
境
破
壊
』

22 世紀には平均気温が 2 度高くなるとい
われる地球温暖化は、もう始まっているの
です。サクラの開花も年々早くなっている
こと、気がつきました？

電気を作る化石燃料が21
世紀中になくなる?注目
される太陽光･風力等の
発電も、主力になるには
まだまだ…。電気のない
生活、想像できます？

地球サミットでは12歳のカナダ人少女が、
大人たちの進めた開発で環境が破壊され
ていると訴えました。年齢に関係なく取り
組むべき問題なんですね。

な
と

て

柳下　真
ま ほ

穂ちゃん
H18年11月26日生まれ

〔西谷〕

「しっかり食後の歯み
がきしています !虫歯
にならないようにがん
ばるぞー」

及川　日
ひなた

向ちゃん
H16年11月8日生まれ

〔堂谷〕

「私のスマイル♥可愛
いでしょ !」

山本　羅
らいが

煌ちゃん

H18年
11月3

日生まれ

〔井野〕

「イタ
ズラ好

きのヤ
ン

チャ坊主
!!早く髪

の毛

はえると
イイねッ

♥」

飯田　悠
ゆ

衣
い

ちゃんH16年11月4日生まれ〔白貝〕
「お絵描きと粘土が大好き。お兄ちゃん、お姉ちゃん遊んでね」

佐藤　
隼
しゅん

すけ

右ちゃん

H17年
11月5

日生まれ
〔東台〕

「毎晩マ
マと手を

つないで
寝る

甘えん坊
な隼ちゃ

ん。でも
ケン

カは誰に
も負けな

いよ」

飯田　
柚
ゆづき

月ちゃん

H16年
11月1

0日生ま
れ

〔高根〕

「英語
の歌が

大好き
♥踊り

も得意
だよ♪

」

桑田　美
み か

佳ちゃん
H17年11月3日生まれ〔染井〕

「わたし外であそぶの大好
き !でも今だけかご入り娘
で～す」
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【お詫び】広報たこ 10月号『文芸コーナー』、短歌に掲載の小川辰雄さんの地区名は二本松の誤りでした。お詫びして訂正いたします。
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